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報告

要旨

Abstract

本稿では、2017年度から基盤教育科目として開講した「芸術文化論」について、複数年にわたって同様の
テーマで行った授業回（禅、放送）を対象に、受講生の振り返りの記述データを用いてテキストマイニング分
析を行い、この科目がもつ固有の意義を探った。その結果、禅の授業回では、体験自体が受講生にとって意義
をもつこと、また、2019年度のほうが全体として統一感のある意味が現れていること、放送に関する授業回
では、本学のミッションにまさに整合する授業内容が展開されていることが明らかとなった。一方、本学は、
地域交流センターが広く市民に公開講座を開講しており、「芸術文化論」の一部の回も該当している。生涯教
育の視点から捉え直すと、「芸術文化論」はわれわれが提唱している次世代型生涯学習（他の年齢層の人びと
と協働して学習する）プログラムのプロトタイプとなっていることから、「芸術文化論」が拓く可能性につい
て展望を述べる。

キーワード：意味、振り返り、体験、生涯教育、次世代の生涯教育

In this article we attempt to identify the specific significance of lectures on “culture and 

art” at Kobe Tokiwa University. These lectures were constructed based on a basic education 
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緒言

神戸常盤大学では、2014（平成 26）年に教育イ
ノベーション機構を設置し、学部・学科の枠を超
えた全学的な教育改革に着手した。2017（平成 29）
年度からスタートした基盤教育は、その改革メ
ニューの 1つである教養教育改革が実った結果の
ものである 1）。本稿で扱う「芸術文化論」は、基盤
教育科目の 1つとして新たに開講したものであり、
かつ基盤教育の目玉となる科目として創設された
ものである。
教養教育改革では、それまで開講されてきた科目
を整理・統合するだけでなく、領域・分野の拡がり
を考慮して、基盤教育科目の設計を行った（学びの
始め科目群、人間探究科目群、創造実践科目群の 3

つの群に整理）2）。基盤教育の設計については、桐
村ら 2）が詳しいが、「1つの分野の専門性にのみ秀
でた人材だけでなく専門性の深さと幅広い専門性を
兼ね備えた人材を育成していくことが重要である」2）

との考えから、「自己流のコスモロジーの構築」を
図るため、科目間の“越境関係”を意識しながら科
目設計を行い、また「なぜ、それを教えるのか」と
いう根源的問いのうえに、ほぼゼロベースで科目設
計を行った。「芸術文化論」はまさしくそうした信
念が最も凝縮した科目の 1つである。

このような背景のもと、芸術文化論は、2017（平
成 29）年度に、基盤教育科目における人間探究科
目群の一科目として開講した。日本の芸術文化を
テーマとして、禅、音楽、ものづくり、スポーツ、
狂言、落語、放送といった多彩な領域から一流の人
材を講師として招聘し、さまざまな講話、またとき
に実践する機会を提供いただいた。表 1、表 2、表
3が各年度のシラバスから各回の授業内容について
抄出したものである。講師人材の招聘については、
中村忠司（法人本部長）、林啓司（入試広報課員）、
東山紘子（法人本部企画課員）、桐村豪文（こども
教育学科講師）が中心となって行った（肩書はすべ
て 2017（平成 29）年度当時）。
上記の講義内容からみてとれるように、本科目が
大学の講義としては珍しい内容であること、そし
て大学の使命の 1つである社会・地域貢献が従来
以上にその重要性が増しているなか、地域への知の
還元という観点から、公開可能なものを選別した
うえで、第 6回「伝統芸能を知る②」と第 7回「日
本の放送文化を知る」について、地域住民を「特別
聴講生」として募集し、授業を地域に公開すること
とした。
本稿では、こうした背景のもとに設計・実施され
てきた基盤教育科目「芸術文化論」について、複数
年にわたって同様のテーマで行った授業回（「禅」、

course at Kobe Tokiwa University, and they began in 2017. In particular, we noticed the themes 

of “zen” and “broadcast” because these two themes were dealt with each year from 2017. 

Regarding these themes, we analyzed descriptive data of the students’ reflections through text 

mining methods. The results showed that in the lectures on “zen,” the experience of zen had 

significance for students, and through the experience, students had meaning feeing and thoughts. 

A complex network showed that descriptive data from 2019 had more meaning in regards to 

a sense of unity. Regarding the lectures on “broadcast ,” results showed that our university’s 

mission matched that of these lectures.

Key words : meaning, ref lect ion , experience , l i fet ime educat ion , l i fet ime educat ion of next 

generation type
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表1　2017年度「芸術文化論」各回の授業内容

表2　2018年度「芸術文化論」各回の授業内容
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「放送」）を対象に、受講生の振り返りの記述データ
を用いてテキストマイニング分析を行い、この科目
がもつ固有の意義を探りたい。さらに、生涯教育の
視点から捉え直すと、「芸術文化論」はわれわれが
提唱している次世代型生涯学習（他の年齢層の人び
とと協働して学習する）プログラムのプロトタイプ
となっていることから、「芸術文化論」が拓く可能
性について展望を述べる。

対象と方法

1．対象
本科目においては、毎回の授業後、受講生に授業
内容の振り返りをする課題を課した。この振り返り
では、授業をとおして学んだこと、感じたこと、考
えたことについて書くよう求めている。振り返り
レポートは、本学で LMS（Learning Management 

System）として導入している、株式会社朝日ネット

が提供するクラウド型教育支援サービス「manaba」
への提出を求めており、今回の解析対象はそこに提
出されたレポートである。

2．解析方法：計量テキスト分析・テキストマイニ
ング
レポートの内容をもとに、学生がこの授業に対し
て与える意味を明らかにするために、計量テキス
ト分析・テキストマイニング 3）を実施した。計量
テキスト分析・テキストマイニングには、フリー・
ソフトウェアである KH Coder（Ver. 3.Alpha.9）4）

を用いた。
なお、本稿では、計量テキスト分析・テキスト
マイニングを、「計量的分析手法を用いてテキスト
型データを整理または分析し、内容分析（content 

analysis）を行う手法」3）とする。そして今回は、
「自動抽出した語を用いて、恣意的になりうる操作
を極力避けつつ、データの様子を探る段階」とし

表3　2019年度「芸術文化論」各回の授業内容
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ての、頻出語の抽出、共起ネットワークの作成に
とどめ、「分析者が主体的かつ明示的にデータから
コンセプトを取り出し、分析を深める段階」に踏
み込んで、分析者がデータに対してなんらかの「評
価」を行うことはしなかった。
ここで共起ネットワークを解析に用いた背景に
ついて述べる。今回の解析をとおして把握に努めた
いのは、学生が主観的に捉えた学修の〈意味〉であ
る。〈意味〉とは、たとえば〈リンゴ〉は（日本では）、
「赤い」「食べられる」「甘い」「丸い」「象が食べる」
などさまざまな意味を含んでいるが、それは通常目
で見て捉えることはできないものである。そして、
われわれが従前に述べたように、〈意味〉とは、「個々
独立にではなく、1つの集まりとして」存在してい
る 5）6）。クワイン（Willard van Qrman Quine）7）に
よれば、われわれの知識（信念）は、1つの集まり
として、相互に構造的に連関し合った 1つのネット
ワークとしてみるべきなのである。
昨今の複雑ネットワークの理論 8）では、たとえば、
単語の連想実験を行う結果、全体の 96％の単語が
1つの大きな集団（連結ネットワーク）を成すこと
が明らかとなっている。つまり概念や信念は、それ
ぞれ個々独立に切り離されて存在するのではなく、
互いに意味的に連関し合い、あるものとは緊密に、
あるものとは疎な関係性のもとネットワークを構
成し、そうした〈意味〉の張り巡らされた世界を私
たちは生きているのである。したがって、今回の解
析をとおして捉えたいのは、「芸術文化論」の学修
に対して学生が捉える〈意味〉の全容である。
本稿での解析結果としての共起ネットワークで
は、出現数の多い語ほど大きいノード（頂点）で描
画されること、共起関係が強いほど太いエッジ（線）
で描画されること、ブルーから濃いピンクになるほ
ど媒介中心性の高いノードであることを表す。

3．倫理的配慮
現在、神戸常盤大学研究倫理委員会に、公表審査
申請中である。

結果

ここでは、複数年にわたって同様のテーマで行っ
てきた授業回として、禅に関する授業回（2017年
度第 1回、2019年度第 1回）、放送に関する授業回
（2017年度第 7回、2018年度第 7回、2019年度第 5

回）を取り上げ、その解析結果を示す。なお、2018

年度は科目責任者の変更により、第 1回のみ課題の
提出を行わなかった。そのため、第 1回に関しては
2017年度と 2019年度の比較となっている。
表 4は、禅の文化を体験的に学ぶ授業回について、

2017年度と 2019年度に実施した授業の振り返りレ

表4　頻出語上位20個（禅の授業回）
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ポートの記述データから抽出された頻出語の上位
リストである。そして図 1と図 2はそれぞれ 2017

年度と 2019年度の記述データから析出された共起
ネットワークである。

2017年度と 2019年度のいずれの年も受講生のほ
とんどがそれまで坐禅を体験したことがなく、この
授業で初めて、実際にお寺に参り、坐禅を体験させ
て頂いた。表 4や図 1・図 2から読み取れることは、
坐禅（座禅）の体験というそのこと自体が、受講生
がこの授業回に与える大きな意義だということで
ある。次のコメントは 2017年度に受講した一学生
のものである。

足の組み方や呼吸法などを教えてもらい、座
禅を始めましたが初めは笑ってしまったりして
しまいなかなか集中することができませんでし
た。しかし、お寺の人に肩を棒で叩いてもらっ
てからは集中力がまして座禅に集中することが
できました。一回の座禅は 20分～ 25分だった
らしいのですが、体感では 5分ぐらいしか経っ

ていない感じでした。座禅に集中していると、
風の音や自然の音などが体で感じることができ、
悩み事や考え事が和らいで感じることができて、
座禅を終えたあとには心がスッキリした気持ち
になり、これまでに比べ体が軽くなり、考えも
しなかったことに気づいたり、感じるようにな
りました。座禅を終えた後、お寺の人に話を聞
きに行ったのですが『座禅をして変わったこと
がありますか？』という質問に、『携帯などテレ
ビがなくても平気になった。あらゆるものが有
り難く感じることができるようになった』と答
えてくださいました。この人が言うてることは
座禅をしてみて、何となくわかるような気がし
ます。今回座禅をしてみて、興味が湧いたので
空き時間があれば心と体を落ち着かせたりする
ために座禅をしてみたいと思います。座禅を体
験できてとても勉強になりました。

このコメントからも示されるように、ただ単に
その場で教えられたこと、講師の先生が言ったこ

図1　禅の授業回（2017年度第 1回）の共起ネットワーク
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とをそのまま反復して振り返りを述べているので
はなく、この体験をとおして何を感じ、思いに至っ
たかを振り返りの中で述べることができている。図
1・2の共起ネットワークにおいてそれぞれ「思う」
「感じる」が媒介中心性の高いノードとして現れて
いることがその証左であろう。
こうした特徴はまた、2019年度の受講生のコメ
ントからも読み取れる。

坐禅と聞くと、お坊さんが木の棒を持って
『かーっつ』という掛け声とともに座っている人
の肩を叩くものだと思っていた。しかし体験し
てみるとそのような感じではなく、呼吸を整え、
ぼんやりと湧き上がってきたものを感じている
うちに、気持ちがリラックスし、心が落ち着い
ていくのが感じられた。坐禅の究極の形は日常
の生活の中で、すがた（姿勢）といき（呼吸）
を整え、こころ（本当のわたし）を整えること。
そして日常生活でも心が乱れず、どんな時でも
心静かに生活し、自らの拠り所として人生を歩
むことである。以上より自分のものではないも

のを、自分のものだと思い込んだり、それにと
らわれたりすることによって様々な苦しみがも
たらされるので坐禅を通して、そういった感情
をなくそうと続けることが大切であると考える。

また、図に示される共起ネットワークから両年度
の違いをみてみると、2019年度のほうが 2017年度
よりも全体として統一感のある意味を持っている
ことがわかる。2017年度の共起ネットワークでは
意味的に分断された島がいくつも存在しているが、
2019年度のそれでは全体として緩やかにも意味的
に繋がりをもった 1つの島でおよそ構成されてい
る。つまり、受講生全員がこの授業回に対し、共通
の体験をとおして、様々な思いや考えを述べながら
も、ある一定の意味を同様に抱く様子がここから推
察されるのである。
表 5は、放送文化を学ぶ授業回について、2017

年度と 2018年度と 2019年度に実施した授業の振り
返りレポートの記述データから抽出された頻出語
の上位リストである。そして図 3と図 4と図 5はそ
れぞれ 2017年度と 2018年度と 2019年度の記述デー

図2　禅の授業回（2019年度第 1回）の共起ネットワーク
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タから析出された共起ネットワークである。なお、
2019年度はそれまで講師が代わり、タイトルおよ
び内容も変更されていることには留意を要する。各
年度の振り返りレポートの人数は、2017年が 35人、
2018年が 41人、2019年が 35人である。
まず頻出語から特徴を探ると、いずれの年度も共
通して「聞く」ことが重要視されていることがわか
る。「実際に三代澤さんのアナウンサー試験の時の
お話を聞いて、聞くことの大切さも知ることができ
た。人と話す時に相手の話をよく聞くことでより相
手の話したい内容が引き出せると聞いてなるほど

と思った。」（2017年度）「今までコミュニケーショ
ンをうまく取れる人は喋り上手だと思っていたが、
実は聞き上手なんだということにとても驚いた。」
（2018年度）「私が最も印象に残ったのは、人に『言
いたいことを言わせてあげる』聞き方をするという
ことだ。」（2019年度）
神戸常盤大学は、対人援助職に関わる専門職業人
を養成する大学である。その中で「聞く」というス
キルを高めることはとても重要ことである。最後
のコメントの続きには「これから看護師を目指す上
で、相手の話を引き出せるような技術を身に付け

表5　頻出語上位20個（放送の授業回）
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図3　放送の授業回（2017年度第 7回）の共起ネットワーク

図4　放送の授業回（2018年度第 7回）の共起ネットワーク
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たいと思う。」と記されているように、本学のミッ
ションにまさに整合する授業内容が展開されてい
ることが理解できよう。このことは、図 3・図 4・
図 5に示される共起ネットワークにも表されてい
る。とくに、2018年度以降の共起ネットワークでは、
「聞く」が媒介中心性の高いノードとして示されて
おり、テーマはラジオやスポーツ中継であっても、
学生は、自らの文脈に引き寄せて思考する手がかり
をそこで得ることができていることが窺える

考察

本研究では、2014年度から教職共同で行った学
部・学科の枠を超えた全学的な教育改革の結果、
2017年度からスタートさせた基盤教育の中の一科
目「芸術文化論」に、その設計と実践について報告
した。2017年度の科目責任者は、桐村豪文が担当
し、2018年度と 2019年度の科目責任者を高松邦彦
が担当した。また、2019年度は、京極重智が、第

7回の授業が終わったあと、それらの内容をまとめ
る授業をおこなった。芸術文化論は、日本の芸術文
化をテーマとして、禅、音楽、ものづくり、スポー
ツ、狂言、落語、放送といった多彩な領域から一流
の人材を講師として招聘し、さまざまな講話、また
ときに実践する機会の提供を受けた。
受講生の振り返りの記述データを用いて解析を
行った結果、禅の授業回では、体験というそのこと
自体が受講生にとって意義をもち、また放送に関す
る授業回では、本学のミッションにまさに整合する
授業内容が展開されていることが示され、本科目の
意義が改めて確認できた。
一方、本学の地域交流センターでは、地域の皆様
の生涯教育の要望に応えるために、本学の知的財産
を広く地域社会に還元すべく、公開講座を開講して
いる。本学は、「芸術文化論」の一部の講義を、地
域住民に公開講座の一部として開講してきた。
「生涯学習」の原点は、1965年、フランスの教
育思想家であるポール・ラングランによって提唱さ

図5　放送の授業回（2019年度第 5回）の共起ネットワーク
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れた「生涯教育（éducation permanente）」の理念
にさかのぼる。この理念の背景には、社会構造の急
速な変化に対し、人びとの学びが学校教育の枠内を
越えて行われるべきという思想があった 9）。

2010年代に入り、「人生 100年時代」という概念が、
リンダ・グラットンの著書『ライフ・シフト』で提
唱された。このなかで、長寿化の進行により人びと
が 100年以上生きるようになれば、働き方、学び方、
結婚、子育て、人生のすべてが変わることになり、
みなが足並みをそろえて「教育→勤労→引退」する
という一方向的な三つのステージを生きた時代は
終わりを迎え、引退後の資金問題のみならず、変動
する社会を生き抜くスキル、健康、人間関係などの
「見えない資産」をどう育んでいくかという問題へ
の対策が必要と述べられている 10）。
しかしながら、ラングランの思想をもとに、わ
が国でも生涯学習社会の実現が目指されるなかで、
1970年代以降、急激に人口の高齢化が進み、とも
すれば生涯学習は「老いてもなお教育を受ける」こ
ととイコールに位置づけられてしまう面が否めな
い。従来の生涯学習は、講師が受講生に趣味や教養
を教えるというカルチャーセンター的な内容が主
となっている。そのため、グラットンのいう「見え
ない資産」の構築のためや、文部科学省が提示する
「地域課題解決の担い手を育てる」ための生涯学習
の機会とはなり得ていない。
そこでわれわれは、生涯学習を、その原点に即し、
複雑化・流動化する社会へと適応するための学びと
して位置づけ、ともすると高齢者のみを対象とし限
定して実践されている従来の生涯学習プログラム
を、その他の年齢層の人びとと協働して学習するプ
ログラムとして開発する必要性を見出した。これを
われわれは、「次世代型生涯学習プログラム」と呼
ぶことを提唱する。
一見すると人生の後半期をも対象とする学習プ
ログラムである点でこれまでの生涯学習と同様に
みえるかもしれないが、この「次世代型生涯学習プ
ログラム」は、恒常的な形で異年齢同士が同一空間

で協働して参加する授業プログラムとして定義さ
れる。
本学のある長田区の高齢化率は、神戸市内の平
均が 26.2%であるのに対し 32.1%と高い。こうした
地域の特徴を踏まえると、これまで行ってきた「芸
術文化論」は、若年者である学生だけでなく地域の
高齢者を含めた異年齢の受講生に対し、各界の著名
人を講師として招き講義を行っており、見方を変え
ると、次世代型生涯学習プログラムのプロトタイプ
プログラムとなっていることにわれわれは気がつ
いた。
そこで、2019年度の最終回で、異年齢集団の受
講生たちを対象として講義全体を踏まえた協働的
なワークを実施しすることで、異年齢集団が協働し
て学びあうメリット、デメリット、改善・発展可能
性などについて計画した。
しかし、2019年度の「芸術文化論」のまとめが
行われた 7月 27日（土）の 2限は、台風 6号「ナー
リー」が紀伊半島から上陸したため、地域住民の参
加は 1名しかなかった。そのため、予定していた計
画を大幅に変更して行わざるを得ず、本稿におい
てその結果と考察について論述することが叶わな
かった。しかし、来年度の 2020年度においても既
に同様な計画を立てているため、次年度以降におい
て異年齢集団が協働して学びあうメリット、デメ
リット、改善・発展可能性などについて論考したい
と考えている。
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